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：■ 討論会■

保健所における成人病対策のすすめ方

一循環器疾患を中心として一

□ 日詩：昭和39年 6月30日 口楊所：蘇沢薬品講堂

司 会

大和田 閃夫 （大阪市立大学教投）

発 言 者

店沢好成 （大阪府和泉保辿所長） 柴 田 ,_,,j-:. "', ニ― （大阪市衛生局医務諜長）
渡辺峯子 （大阪府立成人病センター） JI I 野光子 （大阪府池田保健所）

森 田 富子 （大阪市福闊保筵所）

~ (発言順）
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成人病対策は，最近保健所においても種々の形

で取り上げられるようになり，心電計，眼底カメ

ラ等の槻械もだんだん整備されつつある。しかし

現在の段階は，主に高血圧患者，その他の呉常者

を見つけるための検診ないしは所内クリニックが

浙＜緒についたばかりで，発見された患者に対す

る対策，つまり箇理面については，まだ一定の方

針も確立されていないように思う。そこで保健予

防部会では今後保健所において成人病対策をどの

ように取り上げてゆけばよいかということを論議

するため， iii'大の大和田教授の司会のもとに上記

のような討論会を開催した。参会者は 100名を超

え盛会であった。以下討論会の内容を箇単に報告

したい。

最初にIf祖，市の成人病行政の「衷状と将来」に

ついて，それぞれ，府和泉保健所藤沢所長ならび

に，市衛生局柴田医務課長から説明があった::,

まず大阪府では昭和32年から成人病対策が行わ

れてきたが，昨年1年間の成緒をみると，結核住

民検診等の際に行われる血圧検診が約10万人，循

環器の隻団検診が約 1万8千人，同じく所内クリ

ニックが約5,500人，それぞれ行われており，ま

たこのほかに学菫，生徒の心朦検診（予備検宜は

学校で行うので，再検在以後の数字であるが）を

約1万人行っている。歯沢所長は，検診について

は一応軌道に乗り，一般市民の関心も高まりつつ

あるが，発見患者の1訂受指禅については不充分な

点が少くなく，今後この方面の努力が必嬰である

と述べている。一方，市の柴田医務諜長は，一般

市民が保健所に何を望んでいるかというと，まず

第1は，紐芥， し尿，公害等の蝶埃術・生の問邁で

あるが，その次に要望の強いのは成人病の閏題で

あるとしている。これに対して大阪市では，保健

所のクリニックに成人病相談日を設けている程度

で，年門の文診件数は約9CCJ件である。

そこで今後，成人病対策が市においても）＜いに

発展することが期待されるわけであるが，これに

は次のような困離な問題があることを柴田式長ぱ

指摘している。(1)医師，検査員，保他11-,,}などの人

の問図（人口の確保，再教育） (2)1全械，施設の整

備，その予卵措翫， (3)発見患者の！消密検在，治療

の問窟，と くにそれを依頻する官公立病院，開業

医との行政的なつながりの問題， 等であり，行政

殴関と大学，病院，医師会等種々の様OOが一（木と
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なって考えて行かなければ成人病対策ぱ生まれて

こないというのが結論であった。

次に話題を転じて「地域における高血圧管理の

現状」について，成人病センターの保健婦の渡辺

さんから発言があった。これは同センターが府下

能葵町及び八尾市で行っている1盾環器検診の事後

の受療状況に関する調丘成績であるが，能勢町で

は高血圧患者の受療率は予想外に悪く，治療して

いるものは要治療と判定されたものの25~るにすぎ

なかった。その理由としては本人の無自覚，無理解

によるものが多いが，とくに「どうせ治らない」

とか「もう年だから」などの返答にみられるよう

にあきらめの気持が根強く，また保健屈や治療担

当者にもこうした気持があるため高血圧の治療が

消極的になるのではないかということを指摘して

いる。これに対して渡辺さんは， 「治祖すれば事

故は防げる」という自信をもって指岩にあたるペ

きだと述べている。

ーカ， 八尾市の楊合は， 事前に市役所， 保健

所，地域組織の代表，医師会等と充分協議を重ね，

各恨関との緊密な連けいをとることに努めた。ま

た文診者に対しては，個人通知と説明会によって

検診結果を充分説明し，又釈を勧奨した。その結

果 3ヶ月後の受釈率は要治療者の50J6となり，か

なり良好な成績を得ている。これには保健婦の訪

問指琳も非常に大きな役割を果しており，成人病

対策における保健婦活動のあり方を示唆するもの

といえよう。

では保健所で実際に成人病対策がどのように行

われているのか。これについて，池田保健所の川

野保健婦長と福島保健所の保健姉，森田さんから

発言があった。まず池田保健所では，府下の一般

の保健所と同じく，血圧検診を実施しているが，

特に血圧の高い人，心朦に異常所見のある人には

検診後保健姉が訪問し， 日常の食生活の指遅，受

療の有無を調査するとともに，未治釈の患者には

受療を勧奨している。しかし，高血圧者全員を訪

問することは，現在の人員では不可能であり，こ

れを解決するには，グルーフ゜指祁がよいのではな

いかという意見であったc また池田で特に注目さ

れたのは，脳卒中後造症患者に対するリハビリテ

ーション・サービスである。これは昭和37年から

始められ，病院，診療所で治療を又げている在宅

患者を主治医から届出てもらい，訪問して運動練

習，家庭看設の指導を行っている。ただし，この

ような患者の取扱いは非常に慎重を要するので，

主治医の指示のもとに行っているとのことであ

る。

また同時に保健所で脳卒中患者のクリニックも

恵門医を招いて月 1回行っており，これには歩け

る患者のほかに，患者の家族も呼んで食生活，看

設方法などの指達を行っている。このリハリヒ‘‘テ

ーションの仕直は患家にも非常に喜ばれていると

川町婦長は結んでいる。

一方福島保位所では，成人病相談のクリニック

に力を入れてきたが，年々来所者が増加し， しか

も遠閤地からの来所者がふえてきている。また福

島では昭和36年までに来所した高血圧患者で，そ

の後来所しなくなったもの51名の追跡調在をして

いるが，その成紐によると63笏が医療機関にかか

っており，また食生活などの来所時の注忍事項ぱ

かなりよく守られているとのことであった。この

ような調丘を経て，保健姉も高血圧患者の指導面

に参加するようになり，現在は少数ではあるが訪

問指甜を実施している。

以上要約すると，保健所に対する成人病対策の

要詰は府市を問わず非常に大きいものがあり，ま

た今後ますますそのニードは大きくなってゆくと

思われる。これに対しては，まず血圧検診などで

高血圧患者などの異常者を見つけることが必要で

あるが，さらに重要なことは， これらの患者を管

理し，根気よく長期にわたって治旅を続けさせ，

脳卒中等の不測の事故を防止することであろう。

そのためには，司会の大和田教授も述べられたよ

うに保健所と診療担当者と専門的な医療機関との

三者が一体となって患者をみてゆくことが必要で

あり，保健所にはその連絡，調整という重要な役

割がある。 とくに， 保健婦活動は患者を管理の

軌道に乗せるうえに大きな役割を果していること

が，本討議会の発言者からも報告されており，今

後の成人病対策においては，保健婦のこの）］面の

活動が大いに期待されるわけである。

（成人病センター佐々木腸記）
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